
一般質問通告書（平成２９年６月定例市議会）

質
問
順
序

質 問 者

答
弁
順
序

答　弁　者

(1) 昨年９月議会で質問をした問題ですが、臼杵市教育力向上推
進委員会の検討経過をお知らせください。

(2) また、その時の答弁では「臼杵市が昨年制定した臼杵市子ど
も・子育て事業計画では、幼稚園と保育所の機能や特徴を合
わせ持ち、地域の子育て支援を行う認定こども園の創設を推
進することとする」との答弁がありました。この問題はどう
なっていますか。

(3) 臼杵市立臼杵幼稚園の入園児は、５歳児６名、４歳児１名
で、野津幼稚園は５歳児１０名だと聞いていますが、この結
果を招いた要因についてどう捉えていますか。

(4) 新規採用や預かり保育についてこれまでの方針を転換すべき
ではないのですか。

(1) すでに小学校２校においてモデル校として取り組んでいます
が、実施上の問題点などの検証は出来ていますか。

(2) モデル校での実証は実質３月と５月の２ヶ月のようですが、
１年を通した検証が必要ではないですか。

(3) 教職員の十分な理解と協力がないと出来ない事業ですが、一
方、保護者説明会に来ていない方への対処についてはどのよ
うに行いますか。

(4) 臼杵市の薬剤師会への対応は万全ですか。

(1) 平成２７年１０月に認定され現在に至るまでの、進捗状況を
お聞かせ下さい。

(2) バイオマス産業都市構想での課題点を示して下さい。

(3) 食品系バイオマス施設の検討状況をお聞かせ下さい。

(4) 臼杵エネルギーパークとして今後「土づくりセンター」との
関連性をどの様に考えていますか

(1) 今年度の市政アドバイザー制度について人材選定等、現時点
での進捗状況をお聞かせ下さい。

(2) 市政アドバイザーに意見をいただく、主たる提議案件が有れ
ばお聞かせ下さい。

(1) 市内地域振興協議会の今後の設立はどのような進捗状況かを
お聞かせ下さい。

(2) 総務省での集落支援員補助金制度の活用内容をお聞かせ下さ
い。

(3) 集落支援員の給与等待遇を、今後どの様に改善していくかお
聞かせ下さい。

(4) 市の特別・一般活動費補助金制度の実績及び改善策等が有れ
ばお聞かせ下さい。

(5) 連絡事務所とコミュニティセンターの位置づけと、今後の進
め方をお聞かせ下さい。

(1) 「ペット同行避難」について、事前に各避難所で決定してお
く必要性と、ペット避難居住区確保等について

(2) ペットの「同行避難」と「同伴避難」との違い、「同行可
能」な避難所等の周知徹底など、広報・啓発について

(3) ペットのしつけ等、飼い主への指導や意識啓発の取り組みに
ついて

(1) ４月から本部次長（署長）が野津分署長を兼務となっていま
すが、現在は何名態勢で勤務しているのか伺いたい。

(2) 昨年の火災出動の件数、並びに救急出動の件数とその内容に
ついて

(3) 火災時の出動は何名態勢か、又、救急出動中に火災が発生し
た時はどのように対応するのか伺いたい。

(4) 救急出動中に２次救急が発生した場含はどのように対応する
のか伺いたい。
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衛藤　照生
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土谷　桂山
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具  　体　  的　  内 　 容

臼杵市バイオマス産
業都市構想について

市政アドバイザー制
度について

臼杵市小学校フッ化
物集団洗口について

地域振興協議会につ
いて

質問の要旨
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ペット避難所と同行
避難について

消防署（野津分署）
の勤務態勢及び出動
態勢について

長田　徳行

公立幼稚園問題につ
いて



一般質問通告書（平成２９年６月定例市議会）

質
問
順
序

質 問 者

答
弁
順
序

答　弁　者具  　体　  的　  内 　 容質問の要旨

(1) 平成２７年４月から、生活困窮者の支援制度が始まり臼杵市
も各種支援に取り組まれていますが相談件数を含めて現状は
どうなっていますか？

(2) 「絶対的貧困」「相対的貧困」について臼杵市の現状と具体
的な方策の取り組みについてお示しください。

(1) 多額の費用を投じたリノベーションの効果についてお尋ねし
ます。

① 新規２店と既存１店、各店舗の状況と「つまみキッチン」
「臼六オープンラボ」の稼働率はどうなっていますか？

② 中庭に木陰など「憩い」の場を設けたり、プラザや街中をつ
なぎ人が「集う」工夫が必要だと感じます。どのように考え
ていますか？

③ 課題である駐車場について一定の改善は見られますが、更な
る工夫についてお考えはありますか？

(1) 様々な取り組みがされていますが現状と課題についてお尋ね
します。

① 健康関連企画には参加希望者が多い様子があると聞いていま
す。現状はどうなっていますか？また、人気の教室は定員を
増やすなどのお考えはありますか？

② 機材の充実も求められると思いますが現状と今後についてど
うなっていますか？

(1) これまでの取り組みと現状について。

(2) まちなかの空家に対する指導や取り扱いについて。

(3) 伝統的建造物群保存地区（伝建地区）のメリット・デメリッ
トをどの様に捉えているか。

(4) 伝建地区の認定に対する臼杵市の今後の方針・方向性につい
て。

(1) 委託や指定管理の相手先の数はどの位在りますか。

(2) 臼杵市の委託に係る総金額はどの位ですか。

(3) 毎年の予算額の積算方法について。

(4) これまでのメリット・デメリットをどの様に捉えているか。

(5) 委託内容の検証をどの様にされていますか。

(1) ひきこもりの把握について

① 市民のひきこもりに関する相談件数や対応件数はどのように
なっていますか。

(2) ひきこもり支援について

① 支援の現状の取り組みと課題認識を伺います。

(1) 市民の糖尿病の現状について

① 国保加入者の糖尿病有病者数と糖尿病合併症発症数の推移と
傾向はどのようになっていますか。

② 糖尿病の予防や重症化予防はどのような取り組みをされてい
ますか。

(2) 糖尿病と足切断について

① 国保加入者の糖尿病や透析患者の中で足の切断治療に至った
事例はありますでしょうか。
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奥田　富美子
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匹田　郁
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2. 臼杵市の各種外部委
託について

ひきこもり支援につ
いて

糖尿病の予防につい
て

生活困窮者自立支援
について

サーラ・デ・うすき
について

「健康寿命」を延す
取り組みについて

伝統的建造物群保存
地区に対する臼杵市
の考え方について

戸匹　映二
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質
問
順
序

質 問 者

答
弁
順
序

答　弁　者具  　体　  的　  内 　 容質問の要旨

(1) 国保の運営については２０１８年度に臼杵市から大分県へと
移行すると言われていますがどのようになりますか？

(2) ２０１８年４月までどのような形で進めようとしているのか
お聞かせ下さい。

(3) 市民にとっては国保税の負担が大きくなるのではないかと心
配されますが試算されていますか？

(1) 先月の２６日に介護保険法改定法案が可決されました。対象
者が限定されてはいますが、利用料３割負担を課すなど、負
担増がなされました。その詳しい内容についてお知らせ下さ
い。

(2) 一昨年の改定で要支援者への介護サービスが総合事業へ移行
されましたが、その影響について調査されていますか？要介
護認定率などは臼杵市ではどのようになっていますか？２０
１１年と２０１５年の認定率をお聞かせ下さい。

(1) マイナンバーの運用について住民がほとんど知らないうちに
なし崩し的に運用されているという問題がおこっています
が、臼杵市では企業などに「特別徴収税額通知書」に従業員
のマイナンバーを記載するよう求めていますか

(2) 又、臼杵市ではマイナンバーカードの申請者は対象者の何％
になっていますか、お聞かせ下さい。

4. 道路について
(1) 市内の道路にある横断歩道の整備を求める声が多数寄せられ

ています。線が消えて見えなくなり、危険だという声です。
早急に整備してほしいと思いますが、いかがでしょうか

(1) 現在と２０２５年の７５歳以上の人口と人口割合推計につい
て（全国・大分県・臼杵市）とその時の医療や介護の需要が
どれだけ増えていると考えていますか。

(2) 現在の地域包括ケアシステムの取り組み状況と成果について
お聞きします。

(3) 今後、地域包括ケアシステムを深化・推進するために、どの
ような取り組みを考えていますか。

(1) 最近５年間でいじめと認定されるケースはありますか。ま
た、その対応はどのようなものでしたか。

(2) 児童、生徒や先生にアンケート調査等行うなど実態調査を
行っていますか。その実施方法と結果を教えてください。

(3) 教育委員会及び各学校における「いじめ防止等のための対策
に関する基本的な方針」を教えてください。

(4) インターネット等を通じたいじめも増えてきているように思
うが、その対策はとっていますか。

(5) 全国的にいじめによると思われる自殺者がありますが、命の
大切さを学ぶ授業等を実施しているでしょうか。
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平川　哲郎
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小中学生のいじめ防
止対策について

国民健康保険につい
て

介護保険制度につい
て

マイナンバー制度に
ついて

地域包括ケアシステ
ムについて


